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車
に
乗
り
続
け
る
か
、
乗
ら

な
く
な
っ
た
車
を
ど
う
す
る
か

な
ど
、
車
を
手
放
す
こ
と
を
検

討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
無
料
の

出
張
査
定
を
依
頼
し
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
車
買
取
専
門
店
、
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ズ
鎌
倉
店
は
、
大
き
な
店

舗
を
持
た
ず
、
地
域
密
着
の
出

張
査
定
に
特
化
。
抑
え
た
固
定

費
を
査
定
額
に
還
元
し
て
お

り
、「
お
客
様
が
大
切
に
お
乗

り
に
な
ら
れ
た
お
車
に
は
、
自

信
を
も
っ
て
査
定
額
を
提
示
し

て
い
ま
す
が
、
も
し
金
額
に
ご

納
得
い
か
な
け
れ
ば
、
無
理
に

ご
売
却
を
薦
め
る
事
は
し
ま
せ

ん
。
売
却
を
迷
わ
れ
て
い
ま
し

た
ら
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
」
と
坂
野
代
表

は
話
す
。

　
他
社
で
年
式
が
古
い
、
走
行

距
離
が
多
い
等
の
理
由
で
、
査

定
額
が
０
円
と
言
わ
れ
た
車
も

最
低
２
万
円
以
上
で
買
い
取
っ

て
く
れ
る（
１
６
０
０
㏄
以
下

は
５
千
円
以
上
）。
代
金
は
即

日
現
金
払
い
、
名
義
変
更
の
完

了
通
知
書
も
送
付
し
て
く
れ
る

の
で
安
心
。普
通
車
で
あ
れ
ば
、

支
払
い
済
み
の
自
動
車
税
の
還

付
手
続
き
も
引
き
受
け
て
く
れ

る
の
で
、
一
度
、
相
談
を
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

（
由
比
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）　

☎

 
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

車
を
手
放
す
か
、検
討
中
な
ら

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
が
無
料
で
出
張
査
定

休日も休まず営業しています

夏だ ！　祭りだ ！
大町で４年ぶりに神輿振り

　
海
の
日
の
７
月
17
日
、
鎌

倉
市
は
、
海
の
家
の
関
係
者

や
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
連
盟

な
ど
の
協
力
で
市
内
の
海
水

浴
場
な
ど
で
津
波
避
難
訓
練

を
実
施
し
た
＝
写
真
。

　
相
模
湾
沿
岸
に
大
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
と
想
定

し
、
午
前
10
時
半
に
防
災
行

政
無
線
に
よ
る
警
報
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ

鎌
倉
海
水
浴
場
で
避
難
訓
練

津
波
フ
ラ
ッ
グ
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

「
陽
春
」
香
月
治
代
さ
ん

「
暮
れ
ど
き
」
野
田
光
治
さ
ん

西
サ
ハ
ラ
問
題
を
訴
え

世
界
を
自
転
車
ツ
ア
ー

「
追
憶
」
中
倉
康
さ
ん
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ま
で
伸
び
る
古
い
道
だ
。
そ

の
今
小
路
と
小
町
通
り
を
結

ぶ
小
径
の
途
中
に
こ
の
踏
切

が
あ
る
。
車
は
通
り
抜
け
禁

止
。
な
の
で
歩
行
者
に
は
少

し
安
心
。
少
女
が
母
親
の
自

転
車
の
後
を
追
っ
て
一
生
懸

命
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。
黄
色
い

カ
ン
ナ
が
彼
女
ら
を
見
守
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は

こ
れ
を
植
え
た
人
た
ち
の
思

い
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
夏
の
盛
り
、
長
い
一
日
も

後
半
に
向
か
う
。
重
い
空
気

を
射
し
て
き
た
日
光
が
踏
切

に
濃
い
影
を
描
い
て
い
た
。

　
水
彩
　
46
×
61
㎝

　
今
小
路
は
扇
ガ
谷
か
ら
御

成
を
通
り
六
地
蔵
の
交
差
点

68

「
今
小
路
踏
切
」

黒
川
　明

ー
が
赤
白
の
格
子
柄
の
津
波

フ
ラ
ッ
グ
を
振
っ
て
、
遊
泳

者
へ
避
難
を
呼
び
掛
け
た
。

　
ラ
イ
ト
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を

搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
も
飛
ば

し
て
光
と
声
で
海
に
い
る
人

た
ち
に
避
難
を
呼
び
か
け
、

10
分
足
ら
ず
で
避
難
が
完
了

し
た
。松
尾
崇
鎌
倉
市
長
は
、

「
警
報
が
出
た
ら
い
ち
早
く

高
台
に
逃
げ
る
。
訓
練
を
積

み
重
ね
て
一
人
の
命
も
失
わ

な
い
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。　

鎌
倉
市
大
町
の
八
雲
神
社

の
例
大
祭
「
鎌
倉
祇
園
大
町

ま
つ
り
」
が
７
月
８
日
か
ら

の
３
日
間
行
わ
れ
、
初
日
の

夜
は
大
町
四
ツ
角
付
近
で
４

基
の
神
輿
を
横
一
列
に
並
べ

て
練
り
歩
く
神
輿
振
り
が
行

わ
れ
た
＝
写
真
は
原
田
寛
さ

ん
撮
影
。
４
年
ぶ
り
の
開
催

で
、
多
く
の
見
物
客
が
暗
が

り
に
神
輿
の
提
灯
が
浮
か
び

上
が
る
、
幻
想
的
で
勇
壮
な

風
景
に
見
入
っ
て
い
た
。

　「
西
サ
ハ
ラ
」
を
め
ぐ
る

国
際
問
題
を
伝
え
る
た
め
、

自
転
車
で
世
界
を
ま
わ
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
ド
ラ
さ
ん

（
30
）
と
サ
ナ
・
ゴ
ト
ビ
さ

ん
（
30
）
が
７
月
９
日
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
講
演

会
を
行
っ
た
＝

写
真
。
鎌
倉
日

仏
協
会
と
ア
ム

ネ
ス
テ
ィ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
鎌
倉
グ
ル

ー
プ
が
協
力
し

た
。

　
ア
フ
リ
カ
北

西
部
の
大
西
洋

沿
岸
の
西
サ
ハ

ラ
は
１
９
７
５
年
に
モ
ロ
ッ

コ
に
侵
略
さ
れ
、
住
民
が
人

権
侵
害
に
見
舞
わ
れ
、
天
然

資
源
が
収
奪
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ト
ビ
さ
ん
ら
は
、「
こ
ん

な
ア
ン
フ
ェ
ア
な
こ
と
は
な

い
。
国
際
的
な
世
論
を
高

め
、
独
立
を
問
う
住
民
投
票

が
果
た
せ
る
よ
う
周
囲
に
伝

え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
２
人
は
５
月
中
旬
に
韓
国

か
ら
福
岡
へ
入
り
日
本
を
縦

断
。
こ
の
あ
と
東
北
、
札
幌

を
巡
り
、
10
月
ま
で
日
本
で

の
講
演
を
続
け
る
。
　（
Ｋ
）

　
鎌
倉
美
術
家
協
会
（
米
倉

　
　
第
50
回
鎌
倉
写
真
連
盟

展
が
７
月
19
〜
23
日
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
鎌
倉
を
中
心
に
活
動
す

る
10
団
体
、
73
人
の
作
品

１
１
６
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　
大
賞
の
鎌
倉
市
長
賞
は
榎

原
等
さ
ん
の「
茜
雲
」、
海
の

家
の
背
景
に
茜
雲
が
輝
い
て

い
る
。
ほ
か
49
人
が
入
賞
。

正
美
理
事
長
・
会
員
１
０
６

人
）
の
第
56
回
鎌
倉
美
術

展
が
６
月
23
日
〜
29
日
鎌

倉
芸
術
館
で
開
か
れ
、
約

１
６
０
０
人
が
入
場
し
た
。

日
本
画
・
洋
画
・
工
芸
（
染

織
・
陶
芸
）
の
各
部
門
で
、

公
募
の
91
点
と
会
員
・
会
有

の
作
品
97
点
の
計
１
８
８
点

が
展
示
さ
れ
た
。

　
大
賞
の
笹
り
ん
ど
う
賞

は
、藤
原
睦
修
さ
ん
「
時
代
」

（
洋
画
）、
ほ
か
27
点
が
入
賞

し
た
。
鎌
倉
朝
日
賞
は
、
香

月
治
代
さ
ん
「
陽
春
」（
日

本
画
）
と
、中
倉
康
さ
ん
「
追

憶
」（
洋
画
）
だ
っ
た
。

う
に
潮
が
舞
い
、
沈
み
ゆ
く

夕
日
に
人
と
海
岸
線
が
浮
か

び
上
が
っ
た
と
い
う
。

　「
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿

の
13
人
』
鎌
倉
市
推
進
協
議

会
」（
久
保
田
陽
彦
会
長
）

が
、
７
月
末
日
を
も
っ
て
解

散
し
た
。
同
会
は
２
０
２
１

年
２
月
、
約
30
団
体
の
官
民

の
連
携
で
発
足
し
、
約
２
年

半
に
わ
た
り
活
動
し
た
。
同

会
で
は
、
取
り
組
み
の
成
果

と
し
て
北
条
氏
、
義
時
の
重

要
性
と
い
う
歴
史
文
化
の
発

信
、
市
内
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
、
ゆ
か
り
の
地
の
周
遊

に
よ
る
分
散
観
光
実
施
を
あ

げ
て
い
る
。

　
昨
年
３
月
か
ら
今
年
１
月

ま
で
開
設
し
た
大
河
ド
ラ
マ

館
に
は
、
延
べ
31
万
５
０
１

１
人
が
入
場
。
目
標
の
50
万

人
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
落
ち
着

い
た
秋
以
降
、
来
館
者
数
が

伸
び
、
閉
館
前
に
は
連
日
満

員
と
な
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ

た
。
来
館
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
東
京
都
・
横

浜
市
か
ら
の
来
館
者
が
34
％

で
最
多
で
、
鎌
倉
市
７
％
。

年
代
別
で
は
50
代
が
29
・
３

％
と
多
か
っ
た
。
滞
在
時
間

は
、
前
半
は
「
30
〜
45
分
以

内
」
が
多
か
っ
た
が
、
後
半

は
「
60
分
以
上
」
が
最
多
で

再
三
の
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
成
果
が
う
か
が
え
る
。

第
56
回
鎌
倉
美
術
展

第
50
回
写
真
連
盟
展

鎌
倉
朝
日
賞
な
ど

入
賞
28
点

鎌
倉
朝
日
賞
な
ど

　

入
賞
50
点

大
河
ド
ラ
マ
を
縁
に

鎌
倉
の
魅
力
発
信

鎌
倉
朝
日
賞
は

鎌
倉
市
岡
本
の

野
田
光
治
さ
ん

（
69
・
会
社
員
）

の「
暮
れ
ど
き
」。

風
に
吹
か
れ
て

海
岸
に
霧
の
よ


